
 

 

 
   

 

新しい年を迎えて 

                              

                             校長 鎌田 香 

 

大谷トンネルが、通行できるようになりました。青いライトが光るトンネルは近未来的で、「トンネルを抜

けるとそこは雪国だった。」という川端康成の小説『雪国』の有名な冒頭の一文を思い出し、トンネルを抜け

ると、「雪国ならぬスターウォーズの世界になるのではないか。」と思ってしまいます。地震の復旧・復興のた

めに尽力してくださっている方々に頭が下がります。日々有難さをかみしめながら、通勤しています。 

さて、１月８日に全員が登校し、無事に３学期をスタートさせることができました。子どもたちが元気に登

校して３学期を迎えることができるということは幸せなことです。３学期の始業式に子どもたちには、次のよ

うに式辞で話をしました。 

今日は、３学期の始まりの日を全員で、そろって迎えられたことをうれしく思います。また、穏やかな新年

を迎えられたことを本当に幸せだと思います。 

３学期は、今の学年のまとめの学期であり、次のステージへ進むための準備をする学期でもあります。ま

た、一年の中で一番短く、７・８年生は５０日、９年生はわずか４４日です。これは、今の４人で過ごす大切

な時間になります。日々、悔いのないように過ごしてほしいと思います。そして、次のステージにふさわしい

人になってほしいと思います。 

３年生は進路の決定に向けて、全力で悔いのない準備をしてほしいと願っています。８年生には、大谷小中

の伝統をしっかりと受け継ぎ、リードする役割を果たすこと、７年生には８年生を支え協力する役割を果たす

ことをめざしてほしいと思います。 

さて、みなさんは、相撲に興味はありますか。相撲は国技です。また、横綱の大の里関は石川県津幡町出身

ですので、何かしら話題を耳にしたことはあるのではないかと思います。相撲では、力士の勝敗を裁く行司と

いう方がいます。行司さんは「はっけよーい のこった」と言います。聞いたことはあるでしょうか。この言

葉の意味は諸説あるのですが、今のみなさんにぴったりなものを一つ紹介します。漢字で書くと「発気用意」

これは、「体中の気力を出して、よく考えて工夫して勝負しなさい」という意味です。「残った」は、まだ勝負

がついていないということです。「気力を出して、よく考えて勝負しなさい」は、相撲に限ったことではな

く、他の物事にも通じるものです。スポーツをする時はもちろんですが、勉強をする時や仕事をする時にも、

物事を成功、実現するために「明日からがんばる」というゆるい気持ちではなく、「よーし、やるぞ！」と気

力を充実させること、「計画や作戦」をしっかりと考えて実践することが大切です。 

皆さんが新年、新学期を迎えるにあたって立てた目標への取組は、まだ始まったばかりか、これから始まる

ところです。日々の地道な積み重ねこそが目標達成への近道です。一日一日を大切に、継続してほしいです。 

 

ところで、今年の干支は「丙午（ひのえうま）」です。「丙（ひのえ）」は、十干（じっかん）の3番目で、

陽の火を象徴し、「光り輝く太陽」や「芽が広がった状態」を意味します。また「午（うま）」は、「出世や発

展の象徴」とされ、午年は努力や挑戦が実を結びやすい年とも言われています。 また、「馬が合う」「うまく

いく」といった言葉も日常でよく使われます。 午年は、そんな幸運の象徴である馬の力を受け取れる一年と

も考えられます。今年は珠洲市そして大谷町の復興が進み、発展する年になると思います。 

今年も大谷小中学校は地域のみなさまと共に歩む、魅力ある学校となるよう努力してまいります。保

護者の方々、地域の方々昨年度と変わらぬご協力をよろしくお願いいたします。 

■  クイズ大会 １２月23日（火） 
昼休みに、７年生が作成した Kahoot によるクイズ大会を行いました。社会科

の時間に学習した地理と歴史の知識によるクイズです。生徒はもちろん、先生方

も参加して行いました。「藤原道長の娘に仕えた人の名前は？」という問題や

「面積が２番目に小さい国は？」という難問もありました。優勝したのは９年生で

した。これまでの学習の知識により優勝した９年生はさすがです。また、楽しいク

イズ大会を企画してくれた７年生にも感謝です。 

■  クリスマスレッスン １２月２4日（水） 
クリスマスイブであるこの日、英語の授業で、ALT によるクリスマスレッスンを行いました。他の

教科担当の先生方にも入っていただきました。ALT からは、アメリカ

のクリスマスについて教わりました。サンタクロースはプレゼントを届

ける仕事をする人でエルフがプレゼントを作る仕事をするということ

やクリスマスのディナーにはローストチキンやハムを食べるけれども

フライドチキンは食べないことなど様々な風習を知ることができ、楽しい時間でした。また、英語

でのゲームはこれまでの知識を使ったもので楽しんで競うことができました。 

■始業式・書初め大会 １月８日（木） 
２週間の冬休みを終えて、３学期が始まりました。全員そろって学校に登校し、元気

に学習活動を行いました。 

始業式では、声高らかに校歌を歌いあげました。また、校長先生からは、「３学期は、

まとめの時期でもあり、次のステージへの準備の期間です。それぞれが進級・進学を

した姿をイメージし、それに向けて努力を続けましょう。また、３学期は一番短い学期で

す。４人で学校生活する日数も限られています。悔いの残らないように一日一日を大切に過ごしましょう」というお話があり

ました。 

始業式の後、校内書初め大会が行われました。冬休み中に練習した成果を発揮し、集

中して取り組むことができました。７年生は「不言実行」という文字を力強く、８年生は「新

しい目標」という文字を慎重に、９年生は「旅立ちの春」という文字を思いを込めて書きま

した。 

■キャリア教育講演会  １月１３日（火） 
今年のキャリア教育講演会は、本校の卒業生であり、株式会社「ABOBORA」の社長である國永美海（くになが みなみ）

さんをお招きし、お話を聞きました。 

國永さんは現在大学 4 年生です。大学生で起業し、なぜ起業しようと思ったか、これまで乗り越えてきた数々の試練など

の話をされました。また、起業して気づいたことなど中学生へのメッセージもありました。ワークショップでは、「自分の得意

なことを生かして地域の活性化のためにどのような会社を起業したいか」について考え、交流しました。 

生徒の振り返りには「地域のためにゼロから考えて商品を開発する姿はとても素敵だと思ったので、私も地域に貢献で

きる取組をやっていきたいと思った。」「國永さんの完璧じゃなくていい。動きながら考えればいい。という言葉が心に残っ

た。」などがありました。國永さん、どうもありがとうございました。 
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■ おめでとうございます 
校内書き初め大会 

 金賞 川端 美冬   

村上 アメティス   

銀賞 水上 しゅり  

川端 晃史 

第51回 珠洲市民百人一首かるた大会 

一般の部 優 勝 川端 美冬 
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■百人一首 １月１３日（火）～１８日（日） 
１３日（火）～１６日（金）昼休みに百人一首の練習会を行いました。百人一首は、

国語の古典や短歌の勉強にもつながります。また、震災前は、にしうみ会での百人

一首大会がありました。学習の成果を発揮し、伝統を引き継ぐためにも真剣に取り

組んでいます。きちんと正座をし、相手に礼儀正しく挨

拶をし、集中して札をとる瞬間にそなえる子どもたち

の姿は凛々しいものでした。 

１８日（日）に飯田公民館で行われた市の大会に

は、９年生が出場しました。他校の子どもたちや一般の皆さんとの「真剣勝負」はいい経

験となったことと思います。一般の部において優勝をいただくことができました。お世話い

ただいた皆様、本当にありがとうございました。 

■７年生の交流学習 １月 1９日（月） 
緑丘中学校に出向いて、音楽科と英語科の交流授業を行いました。

音楽の授業では、メロディの歌い方についてグループで意見を出し合

い話し合ったり、英語の授業では、即興でやりとりするための練習と発

表をしたりしました。学年２名の２人にとって、普段はできない大勢の生徒との学び合いを体験

することができました。緊張もしたけど、よい体験です。またがんばりましょう。 

■クラフトコンテスト チャレンジ賞 １月２１日（水） 
９年生が、「『つなげよう絶景街道クラフトコンテスト in珠洲市大谷地区』」において、チャレンジ賞を受賞しまし

た。昨年、10月7日に行われた、石川高専「AI Career Tech Center」連携クラフトコンテストで制作した作品

が、評価されました。 

 

☆☆☆ クラフトコンテストとは ☆☆☆ 
2024年1月1日に発生した「令和6年能登半島地震」や9月21日からの「令和6年奥能登豪雨」により、大規模な地すべ 

りや土砂崩落が発生した珠洲市大谷地区。能登復興事務所では、珠洲市大谷地区周辺の地形を「マインクラフト」のワールド 

データ上で再現し、『道路を舞台にした"にぎわいづくり"』をテーマとして、これから復旧する将来の道や街並みのデザインを 

広く募集しました。（能登復興事務所ＨＰより） 

 

■スキー体験学習 １月２２日（木） ２３日（金） 
本年度も一里野温泉スキー場でスキー体験学習を行いました。素直な態度でスキーに取り組み、どんどん上達しま

した。また、白山ろく少年自然の家に宿泊し、仲間とともに楽しい一夜を過ごしました。 

        
   ＜バスの中も楽しく＞      ＜やっぱりここのカレー！＞      ＜入所のつどい＞ 

    
＜仲良く！＞        ＜やっぱりここでもギター＞    ＜いよいよ滑りますよ！＞ 

        
＜上手くなってきたかな？＞      ＜なかよし４人組＞       ＜カードゲームも楽しい！＞ 

 

 

    

 

 

 

 

 

＜ゴンドラたくさん乗りました＞    ＜全員集合です！！＞      ＜感謝の気持ちで退所式＞ 

２月 行事予定 

1 日 
市Ｐ連研修会 

（10:00宝立小中） 
11 水 建国記念の日 21 土  

2 月 安全点検・街頭指導 12 木 ９年生期末テスト 22 日  

3 火 朝会 13 金 ９年生期末テスト 23 月 天皇誕生日 

4 水 学教研 14 土  24 火  

5 木  15 日  25 水 生徒会 

6 金  16 月 
街頭指導・学校運営協議会・授

業参観（６限）、PTA役員会 
26 木 ７・８年生期末テスト 

7 土  17 火  27 金 集会、７・８年生期末テスト 

8 日  18 水 公立高校出願開始 28 土  

9 月 ウエルネス委員会 19 木  
 

１０ 火 職員会議 ２０ 金 計算コンテスト 

 


